
「なぜ、そのときに、おまえは、お

おきなこえで、よばなかったんだ」

「だって、そのたからものを、みん

な、あたしにもたせて、はこばせな

がらおとこは、たんとうをもって、

そばについているのですもの 「ふ」

ーむ、それはたいへんだ。すぐに、

へいたいにおっかけさせなくては。

しかし、おまえは、それからどうし

た？ 「やっと、それがすんだら、」

おとこは、あたしのむねに、また、

たんとうをつきつけて、こんどは、

おれのよめになれって、いうんです

の 「えっ。それで、おまえはどう」

」「 、 、した あたしは どうしようかと

おもっていましたら、めが、さめち



ゃったの 「それは、どういうこと」

だ 「それが、すっかりゆめなので」

すよ 「ばか、この、ばかひめめ。」

ゆめならゆめと、なぜ、はやくいわ

ないのか」と、おうさまは、とても

はらを、おたてになりました 「ま。

あ。それでも、ゆめでよかった。あ

たし、どんなにしんぱいしたかしれ

ない」と、おきさきさまも、ほっと

ためいきをつきました 「おほほ。。

まあ、おききなさい。それからね、

わたしは、めをさましてみますと、

まだ、よがあけていないで、まっく

らなんです。あたしは、なんだか、

ほんとうに、おとこがきそうになっ

て、こわ


